
民
法
改
造
の
根
本
問
題



本
文
は
、
私
が
留
學
か
ら
麟

つ
て
後
發

表
し
六
最
初

の
論
文
で

あ
る
o
其
意

味

に
於

て
、
内
容

の
貧

し
き
に
も
拘
ら
す

私
に
と

つ
て
特

に
記
念
す

べ
き
意

義
あ

ろ
作
物
で
あ
る
。
實
質
的

に
云
ふ
と
、
最
早
今
日

の
私

の
考

へ
と
は
可

成

り
距
離

が
あ
る
に
も
拘

ら
す
、

之
な
本
書

に
探
録

し
衷
の
は
實

に
そ
れ
が

爲

め
で
あ
る
。
書

い
ぬ
の
に
大

正
九
年
十

二
月
、
發
表
し

☆
の
は
翌
十
年

の

時
事
薪
報
新
年
號

で
あ

る
o



　
　
　
　
　
　
　

鬮　

改

造

の

必

要

　

剛　

今
や
民
法
を
改
造
す
べ
き
時
期
が
來
た
。
吾

々
は
、
夲
素
法
に
の
み
依

つ
て
生
活
す
る
も
の
で
は
な

い
。
併
し
、
日
常
生
活
蘭
係

に
付
き

一
度
法

の
保
護
を
要
す
べ
き
事
件
が
起
る
と
き
、
吾

々
の
據
る
べ
き
も

の
は
民
法
に
外
な
ら
ぬ
。
從

つ
て
、
其
内
容
如
何
は
吾

々
を
し
て
痛
切
に
利
害
を
感
ぜ
し
め
る
。

　
吾
民
法
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
少
か
ら
ざ
る
缺
點
を
包
藏

せ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
後
急
激
な
る
瓩
會
の
變

化
は
、
遠
く
法
典
を
後
に
殘
し
て
其
所
に
幾
多
の
新
た
な
る
缺
點
を
生
ぜ
し
め
た
。
茲
に
於
て
か
民
法
は
改

造
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

吾
邦
就
會
の

一
切
の
分
子
に
對
し
出
來

る
だ

け
完
全
に
滿
足
を
與

へ
得
る
や
う
に

改
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
無
論
立
法
に
は
常
に
免
る
べ
か
ら
ざ
る
缺
點
が
あ
る
。
成
文
法

の
み
を
以
て
萬
事

を
圓
滿

に
解
決
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
成
文
法
の
働
き
は
賢
明
な
判
例
の
協
力
を
俟
つ
て
初
め
て
發
揮
さ
れ

る
。
自
分
が
茲
に
民
法
改
造

の
基
調

を
説
く
の
も
其
の
意
味
に
於
て
す
る
の
で
あ
つ
て
、
|輿
《
サ
》

論
と
立
法
府
と

司
法
府
と
に
聽
い
て
貰
ひ
た
い
の
で
あ
る
。



　

二
　
吾
民
法
は
、
元
來
條
約
改
正
と
い
ふ
特
殊
の
目
的
の
爲
め
に
急
造
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
爲

め
に
は

一
日
も
早
く
歐
洲
風
の
法
典
を
要
し
た
。
其
の
結
果
、
民
俗
風
習
と
肚
會
需
要
と
を
充
分
に
研
究
參

考
す
る
の
暇
が
な
か
つ
た
。
其
の
生
れ
な
が
ら
に
缺
點
あ
る
、
蓋
し
當
然
の
結
果
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此

の
意
味
の
缺
點
は
、
民
法
中
隨
所
に
之
を
發
見
す
る
。
例

へ
ば
、
物
權
編
は
吾
々
の
掾

つ
て
以
て
生
く
べ
き

資
料
、
即
ち
、
土
地
、
家
屋
、
食
物
、
衣
服
等
に
封
す
る
吾

々
の
支
配
關
係
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
吾

々

は
民
法
の
定
む
る
所
に
從

つ
て
物
資
を
支
配
し
利
用
し
て
生
き
る
。
然
る
に
、
立
法
者
は
、
實
際
上
吾
々
の

對
物
需
要
如
何
を
精
査

せ
ず
し
て
法
を
立
て
た
爲
め
、
本
來
物
權
と
し
て
保
護

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
し
も
《
し
丶
》
|

の

に
し
て
之
に
漏
れ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
明
治
四
十
二
年
の
建
物
保
護
法
を
初
め
、
本
年
新
た
に
制
定
さ
れ

た
借
地
法
及
び
借
家
法
其
他
信
託
、
入
會
權

.
小
作
等
に
關
す
る
問
題
は
、
總
て
此
の
缺
點
の
補
正
を
目
的

と
す
る
。
次
に

、
親
族
編
は
、
吾
々
の
最
も
大
切
な
身
分
關
係

を
規
定
す
る
も
の
な
る
に
拘
は
ら
ず
、

一
般

習
俗
に
合
は
ぬ
缺
點
が
頗
る
多
い
。
其
補
正
は
、
今
や
、
所
謂

『我
國
古
來
の
淳
風
美
俗
」
に
基
く
民
法
改

正
問
題
と
し
て
法
制
審
議
會

の
・一
議
題
と
な
つ
て
ゐ
る
。
併
し
、此
等
の
諸
點
は
余
輩
の
本
文
に
於
て
論
ぜ
ん



と
す
る
所
で
は
な
い
。
本
文
の
目
的
は
、
主
と
し
て
瓧
會
の
急
激
な
る
變
化
に
封
し
て
民
法
の
執
る
べ
き
態

度
如
何
を
論
ず
る
に
在
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
余
輩
は
、
以
下
先
づ

『
所
有
權
問
題
」
を
論
じ
、
次
い
で

民
法
の

『
勞
働
』
に
對
し
て
執
る
べ
き
態
度
如
何
を
説
き
、
終
り
に
、
親
族
法
中
の
重
要
問
題
た
る

『
内
縁

の
妻
及
び
私
生
兒
』
の
こ
と
を
論
ぜ
ん
と
す
る
。

　
三
　
先
づ
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
、
何
故
、
此
等
の
問
題
に
付
き
民
法
の
改
造
が
必
要
に
な
つ
た
か
、
之

を
必
要
な
る
に
到
ら
し
め
た
瓧
會
事
情
變
遷
の
大
要
を
説
き
た
い
。

　
世
界
大
戰
勃
發
以
來
世
界
の
形
勢
は

一
變
し
た
。
吾
邦
瓧
會
も
亦
之
と
共
に
急
變
し
た
。
同
盟
罷
工
、
怠

業
、
勞
働
者
や
小
作
人
の
不
從
順
、
物
價
騰
貴
、
住
宅
不
足
、
其
の
他
あ
ら
ゆ
る
變
調

は

一
時
に
起

つ
て
吾

々
生
活
の
根
砥
を
脅
か
し
た
。
吾
邦
多
數
の
人
士
は
、
之
を
以
て

一
時
的
の
異
常
な
現
象
な
り
と
す
る
。
世

界
大
戰
が
、
法
外
に
勞
力
と
物
資
と
を
浪
費
し
た
爲
め
に
起
つ
た
世
界
經
濟
の

一
時
的
變
調
と
、
外
來
思
想

の
急
激
な
影
響
と
に
起
因
す
る
經
濟
的
變
態
に
過
ぎ
ぬ
、
と
説
く
。
從
つ
て
、

一
時
を
糊
塗
す
る
爲
め
所
謂

瓧
會
政
策
を
施
し
て
將
來
を
待
た
ば
、
昔
日
の
夲
靜
は
自
ら
復
歸
す
る
も
の
と
信
じ
て
居
る
。
從

つ
て
此
の



種
の
入
々
に
民
法
改
造
論
を
説
く
と
、
笑

つ
て
均
し
く
徇
早
論
を
説
く
。

　

併
し

}
度
歴
史
を
繙

い
て
、
人
類
進
化
の
過
程
を
顧
る
と
き
、
吾

々
は
、
到
底
、
現

下
の
變
調
を
日
し
て

偶
然
な

一
時
的
現
象
と
考

へ
る
事
が
出
來

ぬ
。
當
然
何
時
か
は
來
る
べ
か
り
し
事
件
が
世
界
大
戰
に
促
が
さ

れ
て
突
然
急
速
に
進
展
し
た
の
だ
と
思
ふ
。

　
入
類
進
化
の
歴
史
は
人
間
塘
加
の
歴
史
で
あ
る
。
塘
加
す
る
入
間
と
其
の
需
要
を
充
す
べ
き
物
資
と
の
爭

鬪
の
歴
史
で
あ
る
。
入
間
は
、

一
方

に
於
て
人

口
繁
殖
の
形
式
で
墫
加
す
る
。
併
し
、
物
質
的
及
び
精
神
的

膣
迫
に
基
く
入
閼
の
自
制
は
自
ら
此
の
形
式
に
於
け
る
人
間
の
塘
加
を
制
限
す
る
。
所
が

、此
の
以
外
に
見
邇

す
可
ら
ざ
る
入
間
増
加
の
重
要
な
原
因
が
あ
る
。
今
迄
法
律
上
乃
至
經
濟
上
物
た
り
し
入
間
が
化
し
て
眞
の

人
間
と
な
る
現
象
が
即
ち
!、れ
で
あ
る
。
古
來
人
間
は
犀
物
と
し
て
取
扱
は
れ
た
。或
は
希
臘
羅
馬

の
奴
隸
、

近
世
歐
米
の
黒
奴
の
如
く
、
法
律
上
に
ま
で
物
と
し
て
取
扱
は
れ
、
或
は
叉
十
九
世
紀
以
降
の
工
業
勞
働
者

の
如
く
經
濟
上
全
く
商
品
と
同
…樣
に
取
扱
は
れ
た
。
此
等
の
人
に
し
て
物
た
り
し
者
が

一
度
解
放
さ
れ
て
新

た

に
人
間
と
な
り
、
入
間
ら
し
き
取
扱
を
要
求
し
、
入
間
ら
し
き
生
活
を
希
望
す
る
と
き
、

一
方

に
於
て
、



從
來
の
文
明
支
拂
に
必
要
な
勞
働
力
を
大
規
模
に
失
ひ
、
他
方
に
於
て
需
要
の
激
塘
を
來
た
す
。
今
迄
動
物

の
如
く
從
順
に
營

々
と
働
く
入
間
を
使
つ
て
建
設
し
た
文
明
は
、
其
度
毎
に
根
柢
を
動
搖
せ
し
め
ら
れ
る
。

　
此
度
の
世
界
大
戰
は
、

一
方
に
於
て
多
數
の
人
間
を
殺
し
た
。
併
し
、
他
方
に
於
て
同
時
に
、
前
古
未
曾

有
の
人
間
増
加
を
惹
起
し
た
。
佛
國
革
命
に
依

つ
て
夲
等
思
想
を
植
付
け
ら
れ
た
下
癬
民
は
、
先
づ
大
體
十

九
世
紀
の
前
牛
に
政
治
的
夲
等
を
贏
ち
得
た
。
而
か
も
政
治
的
李
等
は
以
て
彼
れ
等
の
室
腹
を
慰
す
る
の
效

な
く
、
彼
等
は
經
濟
上
却

つ
て
無
慈
悲
な
資
本
家
の
僞
め
に
ド

ン
ゾ

コ
ま
で
押
し
落
さ
れ
た
。
茲
に
於
て
か

經
濟
的
乃
至
寳
質
的
夲
等
を
求
む
る
蓮
動
は
十
九
世
紀
後
牛
以
來
各
國
勞
働
者
に
依

つ
て
企
て
ら
れ
た
。
然

る
に
今
回

の
大
戰
は
、

一
方
に
は
、
法
外
な
物
資
と
勞
力
と
の
浪
費
を
僞
す
と
同
時
に
、
經
濟
界
の
好
景
氣

を
誘
起
し
て
勞
働
者
の
地
位
を
向
上
せ
し
め
た
爲
め
、
多
年
好
機
を
待

つ
て
居
た
夲
等
思
想
は
猛
然
頭
を
上

げ
て
具
體
的
解
決
を
求
め
た
。
彼
等
は
最
早
牛
馬
の
如
く
從
順
に
働
か
ぬ
。
人
間
ら
し
き
取
扱
を
要
求
す
る

と
同
時
に
、
從
來
よ
り
も
多
く
を
喰
ひ
、
美
し
き
を
着
て
、
豐
か
に
住
み
た
い
と
希
望
す
る
。
彼
等

の
需
要

は
突
然
に
檜
し
、
之
と
比
例
し
て
彼
等
の
生
産
力
は
突
然
に
激
減
し
た
。
其
の
結
果
、
入
間
就
會
は
蠻
調
に



陷

つ
た
。
物
價
は
高
い
。
住
宅
は
足
り
ぬ
。
要
す
る
に
世
の
中
は
急
に
佳
み
に
く

}
な

つ
た
。

　
斯
く
し
て
目
醒
め
た
向
上
の
心
は
再
び
之
を
舊
の
愚
昧
に
復
ら
し
む
る
こ
と
を
得
べ
き
か
。
否
、
成
程
、

戰
爭
に
因
る
浪
費
の
休
止
と
共
に
世
界
は
不
景
氣
と
な
る
。
其
の
結
果
、賃
銀
は
或
程
度
ま
で
低
下
し
や
う
Q

併
し
、
歴
史
上

一
度
物
よ
り
化
し
て
人
と
な
つ
た
も
の
が
、
再
び
化
し
て
物
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
彼
等
は

生
命
を
賭
し
て
も
現
状
に
踏
み
止
ま
ら
ん
と
す
る
.
世
界
の
勞
働
者
は
既
に
目
醒
め
た
。
之
が
爲
め
に
起

つ
た

需
要
供
給
の
不
均
衡
は
現
在
と
大
差
な
く
此
の
ま

・
存
續
す
る
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
ら
ば
、

瓧
會
を
改
造
せ
ざ
る
限
り
、
吾

々
の
總
て
は
饑
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
若
く
は
相
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
改
造
の

必
要
は
急
だ
。
余
輩
が
茲
に
民
法
改
造

の
急

を
説
く
の
は
、
此
の
理
曝
ギ
出
つ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　

所
有

權
思

想

の
改

造

　

剛　

所
有
權
思
想
改
造

の
必
要
を
説
く
爲
め
、
茲
に
卑
近
な

一
例
を
引
く
こ
と
に
す
る
。
西
洋
に
行

つ
て

愉
快
に
而
か
も
割
安
に
族
行
し
よ
う
と
思

へ
ば
、
最
上
等
な
ホ
テ
ル
の
最
下
等
の
室
に
泊

つ
て
歩
く
に
限
る



各
自
の
室
は
、
只
、
睡
眠
、
更
衣
等
、
他
人
と
共
に
す
る
を
不
適
當
と
す
る
こ
と
に
の
み
限
り
、
其
他
、
接

客
、
食
事
、
讀
書
等

一
切
の
用
事
は
之
を
共
同
の
立
派
な
談
話
室
、
食
堂
、
讀
書
室
等

に
於
て
辨
ず
る
。
從

つ
て
、
室
の
上
下
に
依

つ
て
起
る
愉
快
の
差
等

は
極
度
に
減
ぜ
ら
れ
て
、
何
入
も
愉
快
に
生
活
出
來
る
。
之

に
反
し
、
我
邦
の
宿
屋
に
在

つ
て
は
、
族
客
は
各
自

一
室
に
割
據
し
て
,
寢
、
食
、
衣
、
其
他
萬
端
を
そ
こ

で
辨
す
る
。
從

つ
て
、
上
等
な
室
に
泊
ら
ぬ
限
り
、
宿
屋
生
活
は
頗
る
不
愉
快
で
あ
る
。
日
本
の
宿
屋
に
泊

る
入
に
し
て
部
屋
の
差
等
に
因
る
此
不
愉
快
を
感
ぜ
ぬ
人
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
。
西
洋

の
ホ
テ
ル
で
は
自
分

の
獨
占
す
る
部
分
を
必
要
な
最
小
限
度
に
止
め
、
殘
る
揚
所
と
資
力
と
を
す
べ
て
共
同
部
分
の
設
備
に
投
ず

る
。
之
に
反
し
我
邦
の
宿
屋
は
全
く
正
反
對
で
あ
る
。
限
り
あ
る
場
所
と
資
力
と
を
以

て
す
べ
て
の
族
客
に

で
き
る
だ
け
の
滿
足
を
與

へ
る
こ
と
は
ホ
テ
ル
式
よ
り
外
方
法
が
な
い
。
日
本
の
宿
屋

の
根
本
的
缺
點
は
其

處
に
在
る
。

　
所
が
、
此
の
缺
點
は
現
在
の
我
邦
に
於
て
は
、
獨
り
宿
屋
の
み
に
限
ら
ず
、
萬
事
が
其

の
缺
點
を
有
す
る

若
し
物
が
有
の
餘
る
の
な
ら
ば
其
の
缺
點
も
目
立
つ
ま
い
。
併
し
、

一
度
物
の
不
足
を
感
づ
る
と
き
、
吾

々



は

マ
ザ
ム
丶
と
其
の
缺
點
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
其
の
缺
點
を
改
め
る
に
は
、
宿
屋
を
ホ
テ
ル
に
改
築
す
る

よ
り
外
途
は
な
い
。
今
や
、
賢
明
な
諸
外
國
の
僞
政
者
は
均
し
く
此
の
改
築
工
事
に
熱
中
し
て
居
る
。
此
の

傾
向
を
學
者
的
に
言

へ
ば
、
物
の
瓧
會
化
、
權
利
の
就
曾
化

ω
。9
農
。・註
。尸

6a
。N芭
一の諺
諺

σq
で
あ
る
。
夲
た

く
言

へ
ば
、
宿
屋
の
改
築
に
外
な
ら
ぬ
。

　

二
　
個
入
主
義
の
哲
學
と
經
濟
學
と
法
律
學
と
は
,
各
個
人
の
剩
己
心
を
利
用
し
て
生
産
を
増
加
し
さ
へ

す
れ
ば
、
國
は
富
み
,
國
民
は
總
て
幸
輻
に
な
る
、
と
簡
寧
に
考

へ
た
。
其
の
結
果
、
今
ま
で
歐
洲
に
も
我

邦
に
も
澤
山
あ

つ
た
共
用
設
備
,-
ー
そ
れ
に
は
各
立
派
な
尉
會
的
價
他
が
あ
る
の
に
、
生
産
墫
加
と
い
ふ
こ

と
の
み
に
賊
惑
さ
れ
て
、す
べ
て
を
出
來
る
だ
け
解
醴
し
て
、各
個
人
の
獨
占
に
移
し
た
。
例

へ
ば
、維
新
前
澤

山
あ

つ
た

に、村
持
』
の
林
野
の
如
き
、
個
入
主
義
の
經
濟
學
法
律
學
よ
り
見
れ
ば
不
合
理
な
も
の
で
も
、
村

民
は
此
處
に
飯
を
焚
く
べ
き
薪
を
探
り
、
屋
根
を
葺
く
べ
き
茅
を
刈
り
、
牛
馬
を
飼
ひ
田

を
肥
す
べ
き
草
を

求
め
た
。
然
る
に
、
維
新
以
來
、
此
等

『
村
持
』
の
林
野
は
、
或
は
御
料
と
な
り
、
國
有

と
な
り
、
村
と
い

ふ
法
人
の
個
入
所
有
と
な
り
、
或
は

一
般
個
人
に
拂
下
げ
ら
れ
、
僅
か
に
殘
存
す
る
入
會
山
さ

へ
、
山
林
荒



廢
の
原
因
と
な
る
と
い
ふ
理
由
の
下
に
、
漸
次
廢
止
さ
れ
ん
と
し
て
居
る
。
そ
れ
が
僞
め
、
貧
乏
な
村
民
が

住
み
に
く

、
な
る
こ
と
は
眼
中
に
な
い
9
同
じ
こ
と
は
西
洋
に
も
澤
山
あ
る
。
而
し
て
、
今

や
其
の
弊
害
に

苦
し
ん
で
、
昔
の
制
度
を
復
活
し
た
い
と
い
ふ
希
望
は
世
界
隨
所
に
之
を
發
見
し
得

る
。

　
折
角
或
程
度
ま
で
ホ
テ
ル
式
で
あ

つ
た
世
の
中
を
、
明
治

の
個
人
主
義
文
明
は
す

つ
か
り
宿
屋
式
に
改
惡

し
た
。
而
し
て
、
其

の
弊
は
、
諸
外
國
に
於
け
る
よ
り
更
に
甚
だ
し
く
、
羅
馬
法
流
の
絶
封
的
排
他
主
義
の

所
有
權
思
想
は

一
般
人
民

の
頭

に
ま
で
食
ひ
入

つ
た
。
昔
、
吾
々
が
子
供
の
時
に
は
、
食
事
の
前
に
は
必
ず

お
辭
義
を
さ
せ
ら
れ
、
百
姓
の
辛
苦
を
思

へ
と
言

つ
て
、

一
粒
の
米
を
も
大
切
に
せ
よ
と
数

へ
ら
れ
た
。
数

へ
る
親
も
、教

へ
ら
れ
る
子
も
、其

の
就
會
的
意
義
は
意
識

し

な

い
。
併
し
、
其
の

『
百
姓
の
辛
苦
」
と
い

ふ
個
人
主
義
的
形
式
で
教

へ
ら
れ
た
こ
と
の
裡
に
は
、

一
粒
の
米
の
所
有
權
も

、
自
分

一
個
の
個
人
的
利
盆

の
み
を
目
標
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
ふ
所
有
權

の
就
會
的
價
値
に
關
す
る
教

へ
が
含
ま
れ
て

居
る
。
然
る
に
、
現
在
、
我
邦

」
般
人
の
頭
に
は
、
個
入
主
義
的
所
有
權
の
觀
念
が
深

く
泌
み
込
み
、
米
殼

薪
炭
、
其
の
他
の
生
活
必
需
品
不
足
の
際
に
も
、
富
者
は
公
共
の
爲
め
に
之
を
節
約
す

る
の
念
な
く
、
金
に



任
せ
て
浪
實
す
る
。
道
路
改
正
問
題
な
ど
が
起
れ
ば
、
只
管
私
利
を
の
み
考

へ
て
、
如
何

に
せ
ば
市
民
全
部

の
利
盆
に
な
る
か
を
考

へ
ず
、

一
方
に
は
、
住
む
に
家
な
き
者
多
き
際
、
他
方
に
、
二
一二
の
富
者
は
市
中
に

廣
漠
た
る
塞
地
を
擁
し
、
其

の
他
、
完
全
な
る
道
路
な
く
、
下
水
な
く
、
公
會
堂
な
く
、
美
術
館
な
く
、圖
書

館
な
く
、
公
園
な
く
、
電
車
な
く
、
其
の
他
公
用
物
に
し
て
完
全
な
も
の
は

一
つ
も
な
い
。
而
も
、
各
人
は

各
矮
屋
に
割
掾
し
て
、
そ
れ
相
應
の
數
奇
を
凝
し
て
納
ま

つ
て
居
る
。
こ
れ
皆
個
人
主
義
的
所
有
權
觀
念
の

中
毒
の
致
す
所
で
、
吾
々
が
之
が
爲
め
に
受
け
る
不
便
は
何
の
位
あ
る
か
知
れ
ぬ
。

　
此
の
點
に
於
て
、
西
洋
諸
國
は
、
比
較
に

な

ら

ぬ
程
我
邦
よ
り
遙
に
發
逹
し
て
居
る
。

そ
れ
で
さ
へ
、

今
回
の
大
戰
に
起
因
す
る
需
要
の
激
塘
は
、
從
來
の
程
度
の
肚
會
化
を
以
て
滿
足
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
。
鑛

山
、
水
力
、
鐵
道
、
十
地
ま
て
も
就
會
化
し
て
、
其
の
利
盒
を
公
用
の
設
備
に
充
て
ん
と
し
て
居
る
。
然
る

に
、
我
邦
で
は
、

一
般

に
、
今
術
、
個
入
主
義
の
甘
夢
を
ゆ
め
み
つ
丶

西
洋
で
は
す
で
に
出
來
て
居
る
第

一
段
の
瓧
會
化
す
ら
出
來
な
い
。
而
し
て
、
大
戰
の
影
響

に
因
る
需
要
の
激
増
は
、
今
や
西
洋
諸
國
の
將
に

實
行
せ
ん
と
す
る
第
二
段
の
瓧
會
化
さ
へ
急
激
に
要
求
す
る
に
至
つ
た
。
吾

々
は
、
今
、
斯
か
る
難
局
に
立



ち
つ
・
あ
る
。
所
有
權
思
想
を
改
造
す
る
以
外
に
、
救

ふ
べ
き
途
が
あ
る
か
。.

　

三
　
下
暦
階
級
が
目
醒
め
て
入
間
の
需
要
が
殖
え
た
。
而
し
て
物
は
足
り
ぬ
。
然
も
、
目
醒
め
た
人
間
を

再
び
舊
の
愚
昧
に
追
ひ
戻
す
こ
と
は
出
來
ぬ
。
需
要
の
減
る
見
込
は
な
い
。
然
ら
ば
、
物

を
膾
す
見
込
は
あ

る
か
。
新
ら
し
い
機
械
や
肥
料
な
ど
の
發
明
に
依

つ
て
、
或
程
度
ま
で
生
産
を
繪
加
し
得

る
見
込
は
あ
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

併
し
之
を
以
て
下
暦
階
級
の
自
覺
に
基
く
需
要
激
檜
に
應
ず
る
に
足
り
ぬ
の
は
明
か
で
あ
る
。
人
は
多
く
物

は
足
り
ぬ
。
而
し
て
、
所
有
權
觀
念
は
、
今
ま
で
逋
り
維
持
せ
ん
と
せ
ば
腕
力
に
依
る
か
、
法
力
に
依

つ
て

入
は
互
に
殺
し
合
ふ
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
。
併
し
、
斯
の
如
き
は
入
間
共
存
の
大
義
に
反
す
る
。
出
來
得

る
な
ら
ば
互
に
殺
し
合
は
ず
に
皆
が
滿
足
し
て
行
き
た
い
。
此
の
際
、
唯

一
の
救
治
策
は
砒
會
化
以
外
に
は
な

い
。
同
じ
物

を
共
同
に
使

つ
て
其
の
能
牽
を
檜
加
し
、
以
て
不
足
に
應
ず
る
の
外
方
法
が
な
い
。
問
題
は
、

,只
如
何
な
る
程
度
ま
で
、
叉
如
何
な
る
方
法
で
、社
會
化
を
行

ふ
べ
き
か
で
あ
る
。
此
の
中
鯉
『程
度
』
の
問

題
は
吾
邦
現
在
の
實
際
の
需
要
を
審
査
し
て
こ
れ
を
定
む
る
の
外
は
な
い
。
併
し
、
上
記

第

一
段
の
意
義
に

於
け
る
低
級
な
就
會
化
を
要
す
る
こ
と
に
付

い
て
は
異
論
が
あ
る
ま
い
。
第
二
段
の
瓧
會
化
に
至
る
と
大
い



に
異
論
が
あ
ら
う
。
最
も
極
端
な
意
見
と
し
て
は
、
總
て
の
私
有
財
産
權
を
否
認
し
、
す

べ
て
を
公
有
に
移

す
べ
し
、
と
い
ふ
共
産
主
義
的
議
論
が
あ
る
。
併
し
、
之
は
就
會
化
の
必
要
を
越

え
た
行

き
過
ぎ
た
論
で
、

之
が
僞
め
却
つ
て
物
の
能
率
を
害
し
、
瓧
會
化
の
眞
の
目
的
を
沒
却
す
る
結
果
と
な
る
。
少
く
と
も
入
間
が

今

日
と
同
じ
く
利
己
心
の
強
い
間
は
、
此
の
極
端
な
論
に
賛
成
出
來
ぬ
。
併
し
、
斯
か
る
極
端
な
意
味
で
な

ぐ
、
實
際
需
要
に
比
し
て
物

の
不
足
す
る
程
度
に
應
じ
、
最
も
公
用
に
適
す
る
も
の
か
ら
順
次
就
會
化
す
る

こ
と
は
、
今
後
形
勢
の
進
展
と
共
に
漸
次
必
要
と
な
り
は
し
な
い
だ
ら
う
か
。
斯
く
す
る

こ
と
に
依

つ
て
の

み
、
人
間
が
互
に
殺
し
合
は
す
に
幸
編
に
共
存
出
來
る
な
ら
ば
、
何
人
も
此
の
方
法
を
探

る
の
に
反
對
す
る

も
の
は
あ
る
ま
い
。
此
主
張

は
決
し
て
危
險
な
も
の
で
な
く
、
却
つ
て
、
實
瓧
會
の
事
實
的
必
要
に
應
じ
、

胱
會
全
部

の
安
寧
と
幸
編
と
を
將
來

に
向

つ
て
保
持
す
る
所
以
で
あ
る
。
故

に
、
今
後
活
用
せ
ら
る
べ
き
根

本
原
則
を
、
今
日

一
日
も
早
く
確
立
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
活
用
の
問
題
は
、
今
後
政
治
家
の
智
惠
と
先

見
と
に

一
任
す
る
と
し
て
、
根
本
の
主
義
だ
け
は
、
今
日
此
處
に
確
立
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

　
四
　
然
ら
ば
、
如
何
に
し
て
此
の
點
の
改
造

を
實
施
す
べ
き
か
。



　
第

一
は
、
以
上
の
精
紳
を

一
般
人
が
體
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
屋
住
ひ
よ
り
ホ
テ
ル
の
方
が
遙
に
肚
會

の
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
を
悟
り
、
所
有
權
の
就
會
的
意
義
を
自
覺
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
裁
制
官
が
駈
有
權

の
瓧
會
的
意
義
を
理
解
し
、
其
の
意
義
に
反
す
る
が
如

き
所
有
權
の
行
使
を

保
護

せ
ざ
る
に
あ
る
。
十
九
世
紀
を
通
じ
て
佛
國
の
所
有
權
觀
念
が
非
常
な
速
度
で
就
會
化
さ
れ
た
の
は
、

其

の
賢
明
な
裁
判
官
が
、
權
利
濫
用
の
法
理
を
巧
に
利
用
し
て
、
苟
も
肚
會
的
意
義
に
反
す
る
以
上
、
所
有

橇
行
使
と
雖
も
之
を
保
護

せ
ざ
る
方
針
を
探
つ
た
こ
と
が
大
い
に
與
つ
て
力
が
あ
る
。
此
の
こ
と
は
司
法
當

局
者
に
封
し
、
最
も
注
意
を
希
望
す
る
所
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
立
法
に
依
る
張
制
で
あ
る
。
瓧
曾
化
の
基
礎
は
現
に
物
を
有
す
る
入
々
の
祗
會
奉
仕
に
在
る
。

只
其

の
祗
會
奉
仕
は
、
事
實
上
任
意
的
に
は
行
は
れ
に
く
い
。
之
を
強
制
す
る
の
外
な

い
。
そ
こ
で
共
産
主

義
者
は
、
上
記
の
如
き
個
人
所
有
權
の
全
廢
を
主
張
す
る
と
共
に
、
其
の
方
法
と
し
て
腕
力
を
主
張
す
る
。

併
し
、
腕
力
に
依
る
と
き
は
、
常
に
流
血
を
件
ひ
、
報
仇
心
を
誘
ふ
。
吾
々
が
相
互
に
殺
し
合
は
ず
し
て
活

き
る
爲
め
の
就
會
化
實
現
に
流
血
を
見
る
の
は
矛
盾
で
あ
る
。
無
用
な
犧
牲
で
あ

る
。
故
に
私
は
、
立
法
と



い
ふ
合
法
的
手
段
に
依
の
、
合
法
的
に
、
夲
和
的
に
強
制
す
る
こ
と
を
先
づ
第

一
段
の
方
法
と
し
て
主
張
し

た
い
。
只
、
今
ま
で
の
立
法
府
が
餘
り
に
無
理
解
な
り
し
爲
め
、
各
國
の
心
あ
る
人
々
は
立
法
府
に
多
く
望

を
囑
さ
な
く
な
り
、
立
法
な
る
手
段
に
依

つ
て
果
し
て
此
の
目
的
を
達
し
得
べ
き
や
否

や
を
疑

ふ
樣
に
な
つ

て
居
る
。
併
し
、
我
邦
で
は
外
國
と
違
つ
て
立
法
府
の
發
逹
は
ま
だ
頗
る
幼
稚
で
あ
る
。
改
造
の
試
み
を
施

す
べ
き
餘
地
が
頗
る
多

い
。
之
を
適
當
に
改
造
す
れ
ば
必
ず
や
瓧
會
化
の
夲
和
的
合
法
的
解
決
手
段
と
し
て

利
用
せ
ら
る
べ
き
見
込
が
大
い
に
あ
る
と
思
ふ
。
其

の
改
造

の
第

一
歩
は
普
逋
選
舉
で
あ
る
。
而
し
て
改
造

さ
れ
た
立
法
府
が
、
憲
法
第
二
十
七
條
に
依

つ
て
許
さ
れ
た

『
公
盆
の
爲
め
必
要
な
る
處
分
」
を
必
要
に
應

じ
て
實
行
す
れ
ば
、
吾

々
(り
就
會
が
、
將
來
も
つ
と
住
み
良
く
な
る
と
思
ふ
。
併
し
、
根
砥
は
何
所
ま
で
も

所
有
權

に
關
す
る

一
般
觀
念
が
根
本
的
に
變
る
こ
と
に
あ
る
。
之
が

一
番
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

勞

働

と

民

法

　

一　

債
權
法
は
契
約
自
由
の
原
則
の
舞
臺
で
あ
る
、債
權

の
内
容
如
何
は
第
三
者
に
は
直
接
關
係
な
い
。當



事
者
任
意
の
合
意
を
以
て
勝
手
に
定
む
る
が
い
、
。
此
の
原
則
を
近
世
に
於
て
確
立
し
た
の
は
、

一
八
〇
四

年
佛
國
民
法
典
で
あ
る
。
自
由
な
夲
等
な
人
間
を
し
て
自
由
に
自
己
の
地
位
を
定
め
し
む
る
が
い
・
。
そ
れ

に
依

つ
て
各
個
人
も
祗
會
も
幸
福
に
な
る
と
考

へ
た
。
然
る
に
、
人
權
宣
言
が
萬
人
は
自
由
な
り
夲
等
な
り

と
宣
言
し
て
も
、
實
質
的
に
不
卒
等
な
人
間
を
實
質
的
に
卒
等
に
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
自
由
に
競

爭
さ
せ
さ

へ
す
れ
ば
萬
入
の
幸
輻
を
逹
成
し
得
る
と
思
つ
た
佛
國
革
命
家

の
理
想
は
見
事
に
失
敗
し
た
。
經

濟
的
劣
敗
者
は
、自
由
競
爭
場
裡
に
於
て
も
亦
優
者
た
る
を
得
ず
し
て
、優
者
の
遠
慮
な
き
壓
迫
は
彼
等
を
人

生
の
ド

ン
底
ま
で
陷
れ
た
。
そ
れ
が
近
代
工
業
的
不
安
の
原
因
た
る
こ
と
は
萬
人
周
知

の
事
實
で
あ
る
。

　
茲
に
於
て
か
、
各
國
の
爲
政
者
は
目
醒
め
た
。
人
生
は
生
命
を
賭
し
て
殺
し
合

ふ
角
力
で
は
な
い
。
し
て

見
れ
ば
、
劣
者
に
も
亦
劣
者
と
し
て
活
き
得
る
途
を
與

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
等
を
ド
ン
底
か
ら
救
ひ
出
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
、
各
國
期
せ
ず
し
て
劣
者
の
爲
め
契
約
自
由
の
原
則
を
制
限
す
る
方
針
を
探
り
初
め
た

其

の
結
果
生
れ
た
法
律
が
所
謂
瓧
會
的
立
法
乃
至
勞
働
立
法
で
あ
る
。
其
の
結
果
、
勞
働
者
の
地
位
が
、
最

近
四
五
十
年
以
來
、
非
常
に
向
上
し
た
こ
と
は
、
既
に
世
人
の
熟
知
す
る
所
で
あ
る
。



　
然
る
に
、
人
權
宣
言
の
要
求
し
た

『
夲
等
」
は
形
式
的
夲
等
に
過
ぎ
ぬ
。
其
の
思
想

は
政
治
的
に
成
功
し

て
普
通
選
舉
制
と
い
ふ
最
後
の
目
標
に
達
し
た
け
れ
ど
も
、經
濟
的
に
は
失
敗
し
て
、無
數
の
經
濟
的
劣
者
を

塗
炭
の
苦
し
み
に
陷
れ
た
。
然
し
、
そ
れ
で
も
夲
等
思
想
は
死
滅
し
な
か
つ
た
。
A「
ま
で
形
式
的
に
過
ぎ
な

か
つ
た
夲
等
の
要
求
は
、
今
、や
化
し
て
實
質
的
卒
等

の
要
求
と
な
つ
た
。
勞
働
の
評
價

を
財
産
の
評
價
と
同

一
に
せ
よ
、
勞
働
の
保
護
を
財
産
の
保
護
と
同

一
に
せ
よ
と
主
張
し
、
更
に
進
ん
で
は
、
財
産
保
護

の
理
由

な
き
こ
と
を
主
張
し
、
勞
婦
を
の
み
獨
り
之
を
保
護
す
べ
し
と
主
張
す
る
に
至
つ
た
。
之
が
、
現
在
の
祗
會

不
安
の
隨

一
で
あ
る
こ
と
け
、
こ
れ
世
人
の
弘
く
知
れ
る
所
で
あ
る
。

　

二
　

世
界
は
今
斯
か
る
立
場
に
在
る
。
其
の
事
實
を
心
底
に
印
し
つ
、
、
吾
現
行
民

法
上
、
勞
働
に
關
す

る
法
規
の
内
容
を
點
檢
し
て
見
た
い
。

第

一
に
氣
付
く
こ
と
は
、
生
き
者
た
る
入
間
の
勞
働
の
借
用
に
閣
す
る
雇
傭
の
規
定
と
、
單
純
な
物

の
借
用

に
鬩
す
る
賃
貸
借
の
規
定
と
の
間
に
、
今
爾
共
逋
點
が
多
い
事
で
あ
る
。
元
來
、
雇
傭

の
規
定
は
賃
貸
借
の

規
定
に
倣

つ
て
作
ら
れ
た
。
昔
、
奴
隸
全
盛
の
時
代
に
は
勿
論
雇
傭
は
な
か
つ
た
。
雇
傭
が
法
律
上
契
約
と



し
て
保
護
せ
ら
る
、
に
至
つ
た
の
は
其

の
後
の
こ
と
で
あ
る
、
然
し
、
自
由
人
の
勞
働
を
殘
し
ん
だ
古
代
人

は
、人
の
勞
働
と
物
の
使
用
と
の
間
に
何
等
輕
重
の
差
異
を
認
む
る
事
な
く
、物
の
賃
貸
借

に
關
す
る
規
定
を

引
い
て
雇
傭
を
律
し
た
。
當
時
と
し
て
は
將
に
然
る
べ
き
事
で
あ

つ
た
と
思
ふ
。
所
が
、其

の
影
響
は
近
世
に

迄
及
び
、今
倚
、賃
貸
借
と
雇
傭
と
を
借
用
契
約
の
二
分
科
と
し
て
規
定
せ
る
法
律
さ

へ
も
少
く
な
い
。
吾
民

法
で
は
、
幸
に
形
式
上
二
者
は
全
然
獨
立
の
契
約
に
な
つ
て
居
る
が
、
雇
傭
を
以
て
借
用
契
約
の

一
種
と
す

る
舊
來
の
考
は
術
依
然
と
し
て
規
定
の
全
部
に
漲

つ
て
居
り
、
勞
働
者
が
活
き
も
の
な
る
こ
と
が
大
い
に
閑

却
さ
れ
て
居
る
。
茲
に
民
法
の
根
本
的
缺
點
が
あ
る
。

　
恐
ら
く
、
民
法
の
出
來
た
頃
に
、
立
法
者
が
立
案
の
標
準
と
し
て
考

へ
た
勞
働
者
は
、
舊
來
の
主
從
關
係

を
疑
は
な
か
つ
た
下
男
下
女
小
僭
丁
稚
の
類
で
あ

つ
た
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
す
ら
、
今
日
で
は
大
に
變
つ
て

居
り
、
叉
變
り
つ
渇
あ
る
。
況
や
斯
か
る
舊
式
な
法
規
を
以
て
近
代
的
意
義
の
工
業
勞
働

者
に
臨
ま
ん
と
す

る
が
如
き
は
時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
い
。
成
程
、
工
場
法
は
制
定
さ
れ
た
。
併
し
其
の
適
用
範
圍
は

一
般
勞
働

者
に
及
ば
ず
又
工
場
法
自
身
の
内
容
と
雖
も
、
之
を
外
國
の
に
比
す
れ
ば
勿
論
の
こ
と
、
吾
邦
勞
働
界
の
現



状

に
照
し
て
さ

へ
も
頗
る
貧
弱
を
極
め
て
居
る
。
而
し
て
、
此
の
不
完
全
は
、
實
際
上
雇
主
に
と
つ
て
も
迷

惑

を
及
ぼ
す
場
合
が
少
く
な
い
。
我
民
法
に
は
、
賃
銀
支
拂
期
に
付
き
、
賃
借
料
に
關
す
る
よ
り
も

一
暦
不

完
全
な
規
定

一
箇
條
あ
る
の
外
、
如
何
に
せ
ば
賃
銀
が
眞
に
雇
人
の
身
に
着
く
か
を
少
し
も
心
配
し
て
な
い

雇
人
に
供
す
る
食
物
、
居
室
.
勞
働
時
問
、
休
暇
、
雇
人
が
病
氣
に
な
つ
た
場
合
の
取
扱

に
關
し
て
何
等
の

規
定
な
く
・
解
約
原
因
及
び
解
約
の
場
合
の
賠
償
金
額
に
付
て
も
何
等
具
體
的
標
準
を
示
さ
ぬ
。
法
律
が
何

等
具
體
的
標
準
を
示
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
問
題
を
裁
判
所
に

一
任
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
所
が
、
貧
者

無
智
者
に
と
つ
て
は
、
現
在
の
裁
判
所
は
有
つ
て
も
無
き
に
等
し
い
。
故
に
、
如
何
な
る
堤
合
に
解
約
が
出

來
、
ま
た
解
約
し
た
場
合
の
賠
償
額
は
幾
何
な
る
か
を
法
律
に
明
定
し
、
成
る
べ
く
爭
を
避
く
る
必
要
が
あ

る
。
又
、
賃
銀
、
解
約
其

の
他
苟
も
雇
主
勞
務
者
間
に
生
じ
た
爭
に
關
す
る
裁
剿
は
、
す

べ
て
之
を

一
般
の

裁
判
所
に
取
扱
は
し
め
ず
、
特

に
簡
易
な
仲
裁
制
度
を
設
け
て
、
何
人
に
も
容
易
に
權
利
を
實
行
せ
し
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
此
等
の
諸
點
は
、
外
國
に
於
て
は
、
特
に
近
來
、
法
規
の
完
備
を
告
げ
つ
亠
あ
る
。
然

る
に
、
吾
民
法
の



規
定
は
、
す
べ
て
下
男
下
女
小
僭
丁
稚
の
み
を
眼
中
に
置
き
、
所
謂
忠
僕
と
主
人
と
の
關
係
を
理
想
と
し
て

規
定
さ
れ
て
居
る
。
而
も
、
世
の
中
に
は
雇
傭
の
關
係
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
反

つ
て
從
來
主
從
間
に
存
し

た

『
淳
風
美
俗
』
を
害
す
る
の
結
果
に
な
る
か
ら
、
此
等
は
成
る
べ
く
法
律
を
以
て
せ
ず

、
道
徳
に

一
任
す

べ
き
だ
と
説
く
者
が
少
く
な
い
。
併
し
、
慈
悲
深
き
主
人
と
忠
僕
と
の
間
な
ら
ば
、
抑

も
法
は
不
用
で
あ
る

所
が
、
事
實

は
法
を
要
す
べ
き
揚
合
が
多

い
。
法
の
不
備
の
僞
め
、
雇
入
が
圭
人
の
不
當

な
取
扱
に
封
し
て

泣
き
寢
入
り
を
す
る
場
合
が
少
く
な
い
。
不
當
な
取
扱
を
爲
す
主
人
に
封
し
雇
人
を
盲
從

せ
し
む
る
こ
と
は

決
し
て
淳
風
美
俗
で
は
な
い
。
法
は
不
當
な
取
扱
を
爲
す
主
人
と
、
不
當
な
契
約
違
反
行

爲
を
爲
す
雇
人
と

に
對
し
て
、
初
め
て
存
在
の
意
義
を
表
は
す
、
論
者
の
説
の
如
き
は
、
蓋
し
本
末
顛
倒

の
最
も
甚
だ
し
き
も

の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
三

次
に
考
ふ
べ
き
は
、
勞
働
者
は
勞
働
に
依

つ
て
初
め
て
生
活
を
營
む
も
の
な
る
こ
と
、
恰
も
富
者
が

富
に
依
つ
て
活
き
て
居
る
こ
と
ふ
同

一
な
る
こ
と
で
あ
る
。
從
來
の
民
法
は
、
す
べ
て
財
産
保
護

の
み
を
目

的
と
し
た
。
然
る
に
世
人
の
多
數
は
既
有
財
産
に
依

つ
て
生
活
す
る
に
非
ず
し
て
、
勞
働

を
唯

一
の
資
源
と



し
て
居
る
。
財
産
保
護
は
瓧
曾
安
寧
の
維
持
に
必
要
だ
と
い
ふ
。
然
ら
ば
多
數
人
生
活
の
基
礎
た
る
勞
働
は

何
故
保
護

の
必
要
な
き
か
。
從
來
の
民
法
が
主
と
し
て
財
産
の
法
で
あ
つ
た
の
に
對
し
、
今
後
の
民
法
で
は

少
く
と
も
財
産
と
同

一
程
度
に
勞
働
を
保
護
す
る
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
所
に
民
法
の
開
拓
す
べ
き
廣

漠
た
る
地
域
が
あ
る
。

　
自
分
は
今
日
の
や
う
な
不
合
理
な
産
業
組
織
を
維
持
す
る
に
因
り
て
勞
働
問
題
を
完
全
に
解
決
す
る
の
見

込
み
あ
り
や
を
問
は
る
、
な
ら
ば
、
否
と
答

ふ
る
の
外
な
い
。
人
が
多
く
て
物
が
足
り
な
い
の
が
現
在
並
に

將
來

の
瓧
會
不
安
の
最
大
原
囚
だ
と
す
れ
ば
、
曩
に
述
べ
た
通
り
物
の
就
會
化
以
外
に
合
法
的
な
救
濟
策
は

な
い
。
賃
銀
は
い
く
ら
檜
し
て
も
、
之
を
以
て
直
接
に
腹
を
滿
た
す
に
足
り
な
い
。
唯
差
し
當
り
賃
銀
制
度

を
維
持
す
る
の
外
な
し
と
の
假
定
の
上
に
立
ち
て
、
以
上
の
如
き
民
法
改
革
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
内

豫

の
妻
と

私
生
子

　

一　

次

に
親
族
編
を
考

へ
よ
う
。
全
編
を
通
じ
て
漲
れ
る
も
の
は
形
式
主
義
で
あ
る
。



凡
そ
、
各
般
の
祗
會
制
度
は
、
人
間
の
本
性
に
基
き
、
各
國
各
時
代
の
祗
會
的
需
要
に
因
つ
て
生
ま
れ
、之

に
依

つ
て
維
持
さ
れ
る
。
制
度
は
常
に
手
段
に
過
ぎ
ぬ
。
形
式
は
更
に
其
の
制
度
を
行
ふ
方
便
に
過
ぎ
ぬ
。

然
る
に
吾
親
族
編
及
び
現
在
多
數
の
入
士
は
、
兎
角
此
の
點
を
顳
倒
し
て
形
式
を
箪
重
し
、
現
在
の
制
度
を

神
聖
祝
し
て
、
法
本
來
の
目
的
を
忘
れ
る
。
徒
ら
に
精
神
を
失

つ
た
形
式
に
拘
泥
す
る
の
は
、
歴
史
上
す
べ

て
敗
頽
文
明
の
特
徴
で
あ
る
。
故

に
、
精
神
を
考

へ
て
制
度
と
形
式
と
を
正
し
、
擬
制
を
排
し
て
、
法
を
眞

實
に
近
寄
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
所
に
瓧
會
改
造

の
基
調
が
あ
る
。

　

一
一

法
律
を
知
ら
ぬ
入
が
我
邦
の
親
族
法
を
見
た
ら
定
め
し
驚
く
こ
と
が
多
か
ら
う
。
そ
れ
が
僞
め
に
起

る
悲
劇
を
吾

々
は
毎

日
見
る
。
以
下
例
を
所
謂
内
縁
の
妻
に
採

つ
て
説
明
を
進
め
よ
う
。

　
世
の
中
の
普
通
の
人
は
三
三
九
度

の
盃
を
濟
ま
せ
た
り
、
親
方
や
兄
貴
分
の
立
會
の
下
に
夫
婦
約
束
を
し

て
其
の
後
同
棲
す
れ
ば
、實
際
上
婚
姻
は
成
立
つ
た
も
の
と
見
る
。民
法
が
婚
姻
成
立
の
要
件
と
し
て
要
求
す

る
β
籍
吏

へ
の
屆
出
は
、
單
に
婚
姻
は
成
立
せ
り
と
の
事
實
を
屆
出
つ
る
の
だ
と
し
か
考

へ
ぬ
。
然
る
に
、

民
法
は
、
吾

々
の
嗜
好
に
合
は
ぬ
此
の
屆
出
を
以
て
婚
姻
成
立
の
絶
封
要
件
と
し
て
、
之
を
怠
る
も
の
に
は



野
合
、
淫
賣
な
ど
の
不
倫
行
爲
と
同
樣
、
全
然
何
等
の
保
護

を
與

へ
ぬ
。
民
法
が
吾

々
に
屆
出
を
命
卞
、れ
ば

吾

々
は
之
に
服
從
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
反
す
る
も
の
は
達
法
者
な
る
を
以
て
何
等
の
保
護
を
與
ふ
る
必
要

な
し
と
考

へ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
。
併
し

　、屆
出
』
な
る
方
法
が
、
既
に
吾
々

一
般
の
嗜
好
上
、
婚
姻
成
立

の
要
件
と
し
て
餘
り
に
殺
風
景
で
あ
る
。
之
れ
で
婚
姻
が
成
立
す
る
の
だ
と
は
何
う
し
て
も
思
は
れ
な
い
。

又
働

い
て
食
ふ
者
に
8
つ
て
U
・
届
出
は
暇
潰
し
で
あ
り
・
牛
日
の
賃
銀
を
失

ふ
所
以
で
あ
る
。
兎
角
、
人

は
屆
出
を
怠
り
易
い
、
叉
假
り
に
届
出
が
方
式
と
し
て
適
當
だ
と
し
て
も
、
其

の
方
法
を
踐
ま
ぬ
こ
と
が
何

故
當
事
者
相
互
間
の
夫
婦
た
る
道
徳
入
倫
閣
係
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
。
法
律
が
屆
出
を
要
求
す
る
の
は
不

動
産
の
賣
買
な
ど
に
付
き
登
記
を
要
求
す
る
の
と
同
樣
、
婚
姻
成
立
の
事
實
を
世
間

一
般

に
公
示
し
て
之
を

確
證
す
る
の
主
旨
に
出
つ
る
に
達
ひ
な
い
。
然
る
に
、
民
法
は
、
不
動
産
賣
買
に
付
て
は
、
登
記
は
單
に
之

を
第
三
者
に
野
抗
す
る
要
件
に
過
ぎ
ず
。
當
事
者
相
互
間
に
於
て
は
何
等
登
記
を
要
せ
ざ

る
も
の
と
爲
せ
る

に
拘
ら
ず
、
人
倫
の
大
本
た
る
婚
姻
に
付
て
は
届
出
を
以
て
成
立
の
要
件
と
し
て
、
之
を
僞
さ
享
る
も
の
は

獨
り
第
三
者
に
封
す
る
關
係

の
み
な
ら
ず
、
當
事
者
間
に
於
て
も
正
式
に
婚
姻
關
係
あ
る
も
の
と
見
ず
、
從



つ
て
民
法
が
婚
姻
に
與

へ
る
法
律
的
保
護
を
少
し
も
與

へ
な
い
。
成
程
第
三
者
に
封
す
る
關
…係
に
於
て
は
、

届
出
な
き
婚
姻
を
確
認
す
る
こ
と
の
困
難
な
場
合
が
あ
ら
う
。
從

つ
て
、
内
縁
の
妻
が
内
縁
關
係
を
知
ら
ぬ

男
と
姦
通
叉
は
重
婚
し
た
場
合
に
、
其
の
男
は
對
手
の
女
が
妻
な
る
こ
と
を
知
る
方
法
が
な
い
の
だ
か
ら
之

に
法
律
上
の
責
任
を
員
は
し
む
る
わ
け
に
行
か
ぬ
。
之
に
反
し
、
内
縁

の
妻
本
入
が
貞
操
義
務

に
背

い
た
者

と
し
て
道
徳
上
の
責
任
あ
る
こ
と
に
付
て
は
、
何
人
も
反
封
す
る
者
は
あ
る
ま
い
。
而
し

て
、
姦
通
重
婚
に

關
す
る
刑
法
の
精
神
か
ら
見
て
も
、
之
を
處
罰
す
る
の
理
由
は
充
分
に
あ
る
。
然
る
に
、
現
行
の
民
法
は
、

形
式
主
義
に
囚
は
れ
て
、
婚
姻
の
效
力
は
す
べ
て
之
冷
屆
出
濟
み
の
も
の
、
み
に
限
り
、
人
倫
道
徳
上
何
人

も
罪
あ
り
と
す
る
も
の
を
刑
法
は
見
て
以
て
罪
な
し
と
す
る
。
要
す
る
に
、
法
は
形
式
に
重
き
を
置
き
過
ぎ

て
、
婚
姻
そ
の
も
の

、
就
會
的
價
値
を
考

へ
る
こ
と
を
忘
れ
た
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
三
　
幸
に
も
、
大
審
院
は
、
去
る
大
正
四
年

一
月
二
十
六
日
、
從
來
の
判
例
を
改
め
て
、
屆
出
な
き
事
實

婚
に
封
し
或
程
度
の
效
力
を
認
め
た
。
即
ち
、
事
實
婚

に
あ
る
男
女
は
、
何
れ
も
何
等
正
當
の
理
由
な
く
其

の
婚
姻
關
係
を
破
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
若
し
之
を
破
れ
ば
損
害
賠
償
の
義
務
あ
る
も
の
と
し
た
。
學
者
は

碗



般
に
之
を
目
し
て
大
審
院
が
婚
姻
豫
約
に
效
力
を
認
め
た
も
の
だ
と
謂
ふ
。
併
し
、
斯
の
如
き
は
、
兎
角
、

法
律
家
に
有
り
が
ち
な
淺
薄
な
形
式
的
の
見
方
で
あ
る
。
大
審
院

は
婚
姻
豫
約
な
る
法
律
的
形
式
を
利
用
し

て
、
事
實
婚
の
内
部
關
係
に
野
し
或
程
度
の
保
護

を
與

へ
た
の
で
あ
る
。

　
斯
の
如
く
、
事
實
婚
に
關
す
る
法
の
缺
陷
は
、
判
例
に
依
つ
て
幸
に
或
程
度
ま
で
補
は
れ
た
け
れ
ど
も
、

改
正
を
要
す
べ
き
點
は
術
多
々
あ
る
。
上
述
の
如
く
内
縁
の
妻
に
付
て
も
姦
逋
重
婚
の
成
立
を
認
む
べ
し
と

い
ふ
の
が
其
の

一
で
あ
る
。
尤
も
自
分
は
姦
遞
罪
を
獨
り
妻
に
の
み
限
る
現
行
制
に
は
素

よ
り
反
對
で
あ
る

が
、
茲
に
は
、
之
に
論
及
せ
ぬ
、
工
揚
法
第
十
條
で
、
『
遺
族
扶
助
料
を
受
く
べ
き
も
の
は
職
工
の
配
偶
者
と

す
』
と
い

へ
る
、其
の
」、配
偶
者
』
の
中
に
内
縁
の
妻
乃
至
夫
を
も
包
含
せ
し
む
べ
し
と
い
ふ
の
が
其
の
二
で

あ

る
。
遐
族
扶
助
料
の
目
的
ほ
生
殘
配
偶
者
を
慰
め
、
其
の
生
活
を
補
助
す
る
に
在

る
。
財
産
を
有
す
る
も

の
が
相
續
に
因
つ
て
財
産
を
遣
族
に
遺
す
や
う
に
、
無
産
者
の
遺
族
は
遐
族
扶
助
料
の
形
式
に
於
て
死
者
の

『勞
働
」
を
相
續
す
る
の
で
あ
る
。
互
に
夫
婦
と
し
て
同
棲
し
、
仲
間
朋
輩
も
亦
等
し
く
認
め
て
夫
婦
な
り

と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、假
令
屆
出
な
し
と
雖
も
、之
に
扶
助
料
を
與

へ
る
理
由
は
充
分
あ
る
。
無
論
、



一
時
の
野
合
的
關
係
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
を
保
護
せ
よ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
兩
者
の
區
別
を
正
し
た
上
、

内
縁
の
妻
た
り
夫
た
る
者
を
保
護

せ
よ
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
事
實
婚
か
ら
生
れ
た
子
は
私
生
子
で
あ
る
。
野

合
淫
賣
に
因
る
子
と
同
じ
く
法
は
之
に
何
等
の
保
護
を
與

へ
な
い
。
之
を
保
護

せ
よ
と

い
ふ
の
が
其
の
三
で

あ
る
。
私
は
假
令
野
合
淫
賣
に
因
る
子
と
雖
も
、
法
が
之
を
私
生
子
と
し
て
特
に
繼
子
扱
を
す
る
理
由
が
解

ら
な
い
。
婚
姻
の
就
會
制
度
と
し
て
の
價
値
の
最
も
重
な
る
も
の
は
、
種
の
保
存
と
妻

の
保
護
と
に
在
る
。

婚
姻
が
此
の
目
的
に
最
も
良
く
遖
當
せ
る
が
故
に
法
は
之
を
保
護
す
る
の
で
あ
る
。
假
令
野
合
淫
賚
の
子
と

雖
も
、子
に
何
の
罪
が
あ
る
か
。
之
を
保
護
し
、之
を
優
良
な
る
就
曾

の
後
繼
者
た
ら
し
む
る
こ
と
に
努
力
し

て
こ
そ
、
反

つ
て
婚
姻
鋼
度

の
日
的
が
達
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

　
法
に
依

つ
て
風
数
を
維
持
せ
ん
と
す
る
論
者
が
私
生
子
虐
待

に
依

つ
て
野
合
淫
賚
を
防
止
し
得
べ
し
と
す

る
が
如
き
は
、
抑
も
本
末
を
顳
倒
す
る
も
の
で
あ
る
。
況

や
、
世
間
が
認
め
て
夫
婦
な
り
と
す
る
者
の
間
に

生
れ
た
子
を
私
生
子
と
稱
し
て
保
護
を
怠
る
に
至

つ
て
は
論
外
で
あ
る
。
無
論
、
斯
る
私
生
子
は
父
の
認
知

に
依
つ
て
庶
子
と
な
り
得
る
、
併
し
、
例

へ
ば
認
知
を
怠

つ
て
居
る
間
に
父
が
怪
我
な
り
急
病
な
り
で
死
ん



だ
場
合
に
は
、
私
生
子
は
終
に
庶
子
た
る
の
途
な
く
、
事
實
父
た
る
こ
と
は
萬
人
之
を
認
め
て
屠
る
に
拘
ら

ず
、
法
律
上
之
を
相
續
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
其
の
結
果
遺
産

は
全
部
伯
父
伯
母
な
ど

に
奪
は
れ
て
、
妻
子

均
し
く
路
頭
に
迷
ふ
結
果
と
な
る
。
こ
ん
な
悲
劇
は
世
に
屡
々
之
を
見
る
。

　
要
す
る
に
世
間
の
認
め
ぐ
婚
姻
な
り
と
す
る
も
の
を
全
然
法
の
度
外
に
置
き
、
苟
も
屆
出
な
き
も
の
は

一

切
保
護
せ
ぬ
と
い
ふ
が
如
さ
は
、本
末
顧
倒
の
論
で
あ
る
。
法
を
立
つ
る
者
及
び
法
を
説
く
者
は
、婚
姻
の
社

會
的
價
値
を
考

へ
ね
ば
な
・2
58
。婚
姻
は

一
定
の
就
會
的
需
要
を
充
す
爲
め
の
制
度
に
外
な
ら
ぬ
。而
し
て
婚

姻
の
屆
出
は
其
の
制
度

を
實
施
す
る
形
式
で
あ
る
。
其
の
需
要
と
鯛
度
と
形
式
と
に
は
夫

々
特
別
の
價
値
が

あ
ら
う
。
併
し
、
形
式
を
重
ん
ず
る
の
餘
り
、
制
度
を
殺
し
、
祗
曾
的
需
要
を
無
祝
す

る
に
至
つ
て
は
愚
の

至
り
で
あ
る
。
問
題
は
獨
り
婚
姻
の
み
に
限
ら
ぬ
。
親
族
法
全
部
に
通
じ
て
此
の
種
の
問
題
は
幾
ら
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

、r

希
く
は
立
法
者
裁
判
官

は
、
駄
會
の
需
要
と
制
度
の
精
神
と
を
考

へ
、
其
の
目
的
に
副
ふ
や
う
な
法
を
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
●

裁
判
を
爲
す
べ
き
で
あ
る
。
法
で
風
教
を
維
持
せ
ん
が
如
き
は
抑
も
末
で
あ
る
。
況
や
形
式
で
風
教
を
改
善

せ
ん
と
す
る
に
至
つ
て
は
論
外
で
あ
る
。
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